
　第6回芥川賞の審査会でも最高点を得
ていたが、すでに新潮社文芸賞に内定し
ていたため、受賞には至らなかった。初
版本の装丁は、農民が着る野良着や布団
の生地などとして織られていた「秦野木
綿」が用いられた。

「沃
よく

土
ど

」が第1回新潮社文芸賞を受賞 ※３

　和田傳は85年の生涯の多くを厚木で住ごし、目に映る
人々や社会の変化を作品にした作家です。親族や関係者
の言葉、100年を記念した展示などから、作家の人柄や
歩んだ人生に触れてみませんか。

問あつぎ郷土博物館☎225‒2515
　和田傳の著作は、戦前・戦中・戦
後の農家の様子を描き、農村社会の
記録を詳細に残しています。元内閣
総理大臣の竹下氏も「和田傳の農民
文学は私に大きな影響を与えた」と記
録があるほど、農民の生活をリアルに
描いています。昔の厚木を知ることが
できる大切で貴重な資料といえる
でしょう。

　厚木の文学者ということで、20年ほど
前に和田さんの資料を集めるようになり
ました。中学生の時に書いた絵日記や和
田さんに届いた手紙の封筒など、集めた
物は2000点を超えます。今はインター
ネットで情報を集められますが、当時は
なかったので、国会図書館へ行き知識を
深めました。多くの資料を見ると、和田
さんは晩年まで書き続けた人だと思いま
す。展示を見て、和田さんの人柄なども
感じてもらいたいです。

　今年で37回目を迎える和田傳文
学賞。和田傳の遺志による寄付で
創設された「厚木市和田傳文学基
金」で開催しています。児童・生
徒が詩、作文、短歌、俳句で自分
の思いを自由に表現し、文学に親
しむのが目的です。※６

　和田傳の写真や書籍など
を展示しています。和田傳
全集など一部の本は借りら
れます。
《販売する本》
「和田傳　生涯と文学」
《内容》和田傳が神奈川新聞
に執筆連載した「わが人生」
を中心に収録
《価格》1500円

厚木の偉人「デビュー100年」

和田傳
で ん

が
記した厚木の地

■展示
　デビュー作「山の奥へ」の校正過程の原稿
や「門と倉」の直筆原稿3300枚などの他、今
まではあまり目にできなかった中学生時代に
書いた作文なども展示します。
《日にち》7月22日～9月18日
《場所》あつぎ郷土博物館　申不要。
●ギャラリートーク…学芸員が展示を解説
《日時》7月22日・8月19日・9月18日
　　　　 14時～14時30分
■関連企画
　①館・館スタンプラリー！
《日にち》7月22日～9月18日
《内容》中央図書館と博物館で台紙にスタン

プを押すと缶バッジをプレゼント
《定員》各館100人　申不要。先着順。
　②ワークシートに挑戦！
　　和田氏や厚木に関する問題に挑戦
■講演会　
文学と民俗の二つの見地から読み解きます。
①和田傳文業百年記念展覧会に寄せて

 　《日時》7月29日 14～16時《定員》40人
②和田傳と民俗

　 《日時》8月27日 14～16時《定員》40人

■講座　
　絵や文字を書く楽しさを体験できます。
①「描くってたのしい！」夏休み、お絵描き教室
《日時》7月23日

9時30分～12時、13時30分～16時
《対象》小・中学生各回15人
②「書くってたのしい！」夏休み、文章教室
 　《日時》8月6日

10時30分～12時、13時30分～15時30分
《対象》午前＝小学1～3年生20人

午後＝小学4～6年生20人
　 　いずれもあつぎ郷土博物館。申電話または
ファクス、Eメールに〒住所、氏名、電話番号、
学年を書き開催日の10日前までにあつぎ郷土博
物館 246-3005・ 8650-3@city.atsugi.kanaga
wa.jpへ。抽選。
■映画「鰯雲」の上映会
《日時》9月2日 14時～16時30分
《場所》保健福祉センター
《定員》200人
　 申往復ハガキに〒住所、氏名、電話番号、参加
人数を書き、8月18日（消印有効）までに〒243-
0206下川入1366-4あつぎ郷土博物館へ。1枚で5
人まで申し込み可。抽選。

展示や講座などの
詳細はこちら

問あつぎ郷土博物館☎225-2515

身に着けていた眼鏡や腕時計なども展示

時代を記した作品

生涯書き続けた文学者 和田傳文学賞

中央図書館の
常設展示

琉球大学
名誉教授
小島 瓔

よし

禮
ゆき

さん

吉田 隆一さん
（73・旭町）
吉田さんが所蔵す
る絵日記なども博
物館に展示します。

小島さんは講演会②の講師を務めます。

　厚木に著名な作家がいること
を知り、知人を通じて和田さん
を撮影しました。会ってみると
口数が少なく寡黙な方でした
が、縁側でお茶を飲んでいる様
子を撮りたいと伝えると、快く
湯飲みを準備し腰かけてくれま
した。後日、プリントした写真
を持って行くと、縁側で撮影し
た写真を気に入り、笑顔を見せ
てくれたのを覚えています。

寡黙で静かな印象 和田 傳

かとう写真館
加藤 芳明さん
（80・旭町）

◀加藤芳明さん撮影
（1面と右の写真も）
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（1935年）

〈プロフィル〉
　1900～85年。本名・和田傳

つとう

。通称・和田傳
でん

と呼ばれる。南毛利村恩名（現在の厚木市恩
名）の地主の長男として生まれる。県立厚木
中学校（現県立厚木高校）を卒業し、早稲田大
学仏文科に進学。23年に「山の奥へ」を発表。
38年「沃土」で第1回新潮社文芸賞を受賞。
　代表作には「大日向村」「日本農人傳」「鰯
雲」「門と倉」などがあり、「鰯雲」は58年に映
画化。55年に神奈川文化賞を受賞し、85年に
厚木市名誉市民となる。

▲こんにちは厚木 No.3　「より豊かな広がりを」市制20周年記念特集より▲相模厚木駅 ※２▲相模川（1934年ごろ）▲戸室周辺の田園風景（1975年ごろ）

和
田
傳
の
歩
み

和
田
傳

誕
生

1900年

・
県
立
厚
木
中
学
校
卒
業

・
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
入
学
1918年

・
早
稲
田
大
学
卒
業

・「
山
の
奥
へ
」
で

デ
ビ
ュ
ー

1923年

・
結
婚
※
１

・
農
民
文
芸
会
を
結
成

・
短
編
「
少
年
」
な
ど
を
発
表
1925年

町
田
市
に
転
居

1928年

小
鮎
小
学
校
の

校
歌
を
作
詞

映
画

「
鰯
雲
」
が
公
開

1960年
1958年

南
毛
利
小
学
校
の

校
歌
を
作
詞

1964年

愛
甲
小
学
校
の
校

歌
を
作
詞
※
４

「
門
と
倉
」
を
刊
行

1977年
1972年

1982年

・
名
誉
市
民
に（
５
月
）

・
死
去（
10
月
）

1985年

第
１
回
和
田
傳
文
学
賞

※
６

1986年

・
町
田
高
等
女
学
校

の
教
師
に
着
任

・
短
編
「
最
後
の
墓
」
を

発
表

1929年

世
の
中・市
の
出
来
事

▲青年期

◀新婚の頃
※１

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳　

誕
生

和
田
傳

誕
生

相
模
厚
木
駅

（
現
本
厚
木
駅
）

完
成
※
２

1927年
関東大震災
1923年

・
国
道
２
４
６
号

（
東
京
〜
沼
津
）

が
全
線
開
通

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催

東
名
高
速
道
路

（
東
京
〜
厚
木
）

が
完
成

バスセンター完成

1964年
1968年

1974年

1984年

民俗学の
見地から

書籍などを
収集

▲厚木中学校前に設置された
　文学碑の除幕式 ※５

　出版から年月が経過し、入
手が難しい物ばかりです。こ
の機会に当時の厚木の人々の
生活を感じてみませんか。
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和田傳の
著書を販売

《販売する本》いわし雲、山の奥へ
《価格》1冊200円（予定）
《販売場所》あつぎ郷土博物館

　祖父は欲がなく、高身長と風貌が相まって仙人の
ような人でした。口数は多くありませんでしたが、要
所で発する的を射た一言が印象的です。祖母が作る
当時では珍しいグラタンが好物で、食べることが好き
な一方でお酒はとても弱かったです。農地改革がさ
れた時には「時代の流れだ」と、こうなることを分
かっていたような反応をしていたそうです。先見の明
があった人なのだと思います。

太田 麻生さん 祖父の記憶和田傳の孫
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デビュー100年「和田傳」再発見 今甦
よみがえ

る あつぎの明治・大正・
昭和を生きた作家の真実
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▲小学校周辺を流れる玉川
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